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ロボットでも CGでも２者に褒められると運動技能の習得が促進される 

～学習やリハビリの支援システム開発に貢献～ 
「人を褒めて伸ばす」という言葉があります。近年の心理学研究により、人は運動トレーニングを行った

際に他人から褒められると、運動技能を効率的に習得できることが明らかにされていました。本研究では、
人ではなく、人工的な存在であるエージェント（ロボットや CGキャラクターなど）から褒められても、人
は上手に運動技能を習得できることを科学的に証明しました。 
本研究では、さらにエージェントの数とその身体性の影響について検証を進めました。まず、褒める回数

は同じままで、エージェントの数を増やし、複数のエージェントから褒められる状況で運動技能の変化を調
べたところ、エージェントが１体より２体の場合に、運動技能の習得がより促進されることが判明しました。
また、エージェントの種類について、物理的な身体を持つロボットとディスプレイ上に仮想的な身体を持つ
CGキャラクターの間で褒め効果の違いを調べたところ、どちらでも人の運動技能の習得は促進され、その
効果に違いは認められませんでした。 
以上により、物理的な身体を持つロボットでも仮想的な身体を持つ CGキャラクターでも、人はエージェ

ントから褒められると、運動技能の技能の習得がより効率的に促されること、さらには、複数のエージェン
トからの褒めがその効果をより高める可能性があることが示唆されました。 
本成果は、学習支援やリハビリテーション支援、介護・療育支援など、人と関わって人の行動変容を支援

するエージェントシステムの開発に貢献することが期待されます。 
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 研究の背景  
「私、褒められると伸びるタイプなんです！」という言葉をよく耳にしますが、この言葉には、実は科

学的な根拠があります。他人から褒められたとき、その人の脳内では、金銭的報酬を得たときと同じよう
な脳活動が起きていることが知られています。さらに、最近の研究では、他人からの褒めは、精神的な満
足感だけでなく、運動技能の習得を促進することが分かってきました。 

近年、人と人工的なエージェント （ロボットや CG キャラクターなど）とのコミュニケーションに関す
る研究が盛んになっています。その研究の中で、エージェントが人を褒めることによって、その人に親し
みを感じさせたり、自己肯定感を高めさせたりする、ということが示されてきました。しかしながら、エ
ージェントからの褒めが、人の運動技能の取得に対して、どのような効果をもたらすかは、これまで明ら
かにされていませんでした。エージェントからの褒めでも、運動技能がより効率的に習得できるようにな
るとすれば、その知見は、教育やリハビリテーションの効果を向上させるエージェントシステムの設計に
役立ちます。今回、本研究チームは、エージェントからの褒めが人の運動技能の習得にどのような影響を
与えるか、ということを調査しました。 
 
 研究内容と成果  

本研究チームは、人が運動トレーニングを行っている時のエージェントからの褒めが、運動技能の習得
を促進するかどうかを調べる実験をしました。人とエージェントに関するこれまでの研究で、コミュニケ
ーションに参加するエージェントの数が増えると、エージェントとの会話の印象が良くなるということ、
エージェントの種類として、物理的な身体を持つロボットとディスプレイ上に仮想的な身体を持つ CG キ
ャラクターでは、会話における説得の効果が異なる可能性があること、が指摘されていました。そこで、
この実験では、次の三つのことを調べました。 

① エージェント （ロボットと CG キャラクターの両方）からの褒めは運動技能の習得を向上させるか 
② エージェントの数によって褒めの効果は変化するか 
③ ロボットと CG キャラクターとでは褒めの効果が異なるか 
 
具体的には、96 人の大学生にトレーニングを行い、ある連続的な指の動かし方（３０秒間のうちにキ

ーボードのキーをある順番にできるだけ早く叩く）を覚えてもらう実験を行いました （図 1）。このとき、
実験参加者は六つのグループに分けられました（図 2）。 

各条件でのエージェントの振る舞いは次のとおりです。１体 ・褒めなしの条件 （グループ１と４）では、
エージェントはトレーニング中にトレーニングの残り時間や途中のスコアに関する客観的な数値を発話
しました（ニュートラル発話）。1 体・褒めありの条件（グループ２と５）では、一部のニュートラル発
話を褒める発話に変更しました。例えば、「頑張っていて偉いね」や 「正確にタイピングできるようにな
ってきたね」といった発話です。２体 ・褒めありの条件 （グループ３と６）では、褒める発話の量と内容
は１体 ・褒めありの条件と同じままで、その発話を２体のエージェントに交互に発話させるようにしまし
た。そして、次の日に、実験参加者に前日に覚えたことを思い出して再度指を動かしてもらい、その時の
指の動かし方のパフォーマンス（どれだけ早く正確にキーを叩けたか）を測定しました。 

その結果、次のことが判明しました。 
・ エージェントからの褒めがない場合よりも、褒めがある場合において、次の日の指運動のパフォー

マンスが有意に向上していた。 
・ エージェントの数が１体の場合よりも、２体の場合において、次の日の指運動のパフォーマンスが

有意に向上していた。 
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・ エージェントの種類が CG キャラクターの場合とロボットの場合で、次の日の指運動のパフォーマ
ンスに差は認められなかった。 

この結果は、物理的か仮想的かに関わらず、身体性を持ったエージェントからの褒めが、運動技能習得
能力の向上に効果があることを示した点に意義があります。また、褒めの総量は同じにもかかわらず、エ
ージェントの数が１体の場合よりも２体の場合において褒め効果が強かった点は、褒めは、質や量という
よりも、たくさんの他者に認められることが重要である可能性を示唆しており、学術的に興味深い内容で
す。 
 

 今後の展開  
本研究チームは、エージェントからの褒め以外にも、人の行動変容を促すために重要な要素は何かを明

らかにすべく、さらに研究を進めています。今後は、エージェントの身体性注１）や社会性注２）が、人の行
動変容に与える影響に着目し、その原理を明らかにしていきます。この研究を通して、将来的に教育分野
における学習支援エージェントや、医療分野におけるリハビリ支援エージェント、福祉分野における介
護 ・療育支援エージェントなど、人と長期にわたって関わりながら人のポジティブな行動変容を促すエー
ジェントシステムの開発に貢献することが期待されます。 

 
 参考図  
 

 
図１ 参加者のグループ分けとエージェントの発話内容の例 
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 用語解説  
注１） エージェントの身体性 

身体性とは、身体が持つ性質のことです。今回の実験では、CG キャラクターとロボットという、仮
想的な身体と物理的な身体の違いについて調査しました。しかし、CG キャラクターもロボットも頭部
と胴体、腕を持つ、人に近い形状の身体を持っています。発話に同期した身体動作をしていたという意
味では、類似した存在です。一方、エージェントの中には、人らしい形状を持たないスマートスピーカ
ー （Google Home や Amazon Echo など）もあります。こうしたデバイスでも褒め効果が認められるか
どうかを調べ、身体性の影響を調査していきます。また、頭を撫でながら褒めるなど、身体があるから
こそ可能な触れ合いを通じた褒めの効果の影響も調査を進める予定です。 

注２） エージェントの社会性 
社会性とは、人とエージェントを含む集団内の関係のことです。今回の実験で、褒められることにつ

いて、人はエージェントの数に影響を受けていることが分かりました。これは、人はエージェントを個
別の存在と捉えていて、個々のエージェントとの関係を感じていることに他なりません。人が個々のエ
ージェントとの間に関係を感じるのであれば、個々のエージェント同士の間にも関係を感じると考える
のが自然です。このように考えると、人とエージェント、エージェント同士の関係をうまくデザインす
ることで、褒め効果をもっと効果的にできるかもしれません。 
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